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＜連絡事項＞

・10/24（火）13：30から2Ｆ会議室にて、症例検討会・行動制限最小委員会を開催します。受け持ち担当スタッフは資料作成をし、パソコンへ入力して下さい。

・秘書チームより、現在、患者様の入退院・転棟の連絡を受けているが、転棟の際に主治医が変更になった場合はその旨も追記して連絡をして欲しいとの事でした。担当医については入院状況に反映され、活用されて行きますので、入退院・転棟があった際は主治医変更の有無の確認もして行きましょう。

・心理・盛田さんより～①現在、アルコール依存症治療プログラムは「ビデオ」と「ミーティング」に別れていますが、どちらの担当になっていてもプログラムを実施する前に必ず西病棟Ａユニットにて、その日のプログラム・患者様の情報収集などのプレーミーティングを行っているので、プログラムの段取りを話し合ってから実施して行くようにして下さい。その際には西病棟Ａユニットに各患者様のプログラムが挟んであるピンクのファイルがありますので確認して下さい。

②プログラムの変更・訂正があった場合はファイルの修正をするようにしましょう。「ビデオ」の担当になっていても、対象者がいなかった場合は、「ミーティング」の方を手伝うようにして下さい。就いている役割に捉われずに当日のスタッフで話し合い、役割を決めて下さい。

③普段、プログラムについていないスタッフや他の病棟の患者様は、誰がアルコール依存症治療プログラムの対象者なのかわからない（把握しづらい）という意見がありましたので、出来れば今週中に一覧を作成したいと思います。出来上がったら、西病棟Ａユニットのピンクのファイルへ貼って置きますので、変更（転棟や退院日）がある際は、ファイルを修正して下さい。また、自分の担当の患者様の情報を入力して下さい。

保存先→治療プログラム委員会→アルコール治療プログラム委員会→プログラム改訂2006ニューバージョン→アルプロ対象者一覧

アルコール依存症治療プログラムの新体制が始まり、実施したスタッフより様々な改善案や意見が出ています。貴重な意見を基に取り組みやすいように少しずつ改善をして行きたいと思います。何か有りましたら、委員の藤原（百）さんか盛田さんまで連絡して下さい。

・10/26（木）17：30から4Ｆユーティリティーにて、スタッフを対象としたアルコール依存症についての勉強会を行います。参加希望のあるスタッフは是非参加して下さい。参加希望は、庶務室前の掲示板の用紙に氏名を記入して下さい。

・10/25・26・27の3日間、ＰＳＷ下平が不在となります。用件がある際は、末政さんへ伝言するかメールで報告をするようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・佐藤　昌宏様～排便困難の訴え聞かれ、10/20（金）よりシンラック液（下剤）が1本処方となっています。排便状況の確認をし、水分補給や腹部マッサージを促して行きましょう。また本人、日中の臥床傾向あり運動量の少なさ目立ちますので、運動を促して腹部への刺激を与えるように促して行きましょう。

・早狩　千賀子様～10/21（土）8：00～10/24（火）16：00まで、外泊訓練に行かれます。外泊の日の朝食は要らないとの事です。また、3泊4日の長期での外泊となりますので、帰院時、外泊時の様子を確認して下さい。

・大平　美彦様～10/21（土）19：00～10/23（月）16：00まで、外泊へ行かれます。帰院、外泊時の様子を確認して下さい。

・上道　茂様～10/21（土）9：30～10/22（日）16：00まで、アルコール依存症治療プログラム3ヶ月目の外泊訓練に行かれます。帰院時は、自宅での様子・飲酒がないか確認をして下さい。また、主治医より本人が断酒会への参加を拒否された際は、無理に参加しなくても良いとの事でした。

・島川　貴仁様～本日、お母様より主治医との面談を希望あり、面談を行っています。

①貴仁様本人が勤め先である学校の校長へ手紙（病気で休職して迷惑を掛けているといった内容）を渡していると話されています。

②校長がお母様へ「新しい学年担任も部活の顧問も入れました」と伝え、「辞めて下さいという事ですか？」と問うと、「その可能性もある」との返答があった。生徒の進路についての調査書も新しい担任が書く事になったと話されていました。

③お母様より「こういう形で辞めさせられるとすれば心外だ」と話されています。入院期間と静養を含めて3ヶ月という期間が学校側としては長いのか?入院前までの勤務態度に問題があったのか？いずれにしても理不尽な思いが大きい様子でした。

↓

主治医より、「校長が病気に対しての理解がなく、ただ新しい担任を入れたと話しているようであれば、私から校長や他の先生に説明をします」とお母様へ伝えています。

主治医の予定をお母様へ伝え、お母様から校長へ今回の事を伝えて頂く事になりました。校長の都合が良い日時が分かり次第、校長が医事へ電話を下さるとの事です。

＜歯科診察＞

・佐藤　節子様～本日で歯科終了となります。

・八木橋　牧雄様～本日で歯科終了となります。

・駒木　洋士様～差し歯が取れてしまったとの事で、ご家族へ連絡し歯科受診の承諾を得ています。医事チームへは連絡済みです。

＜Ｄｒ猪股担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・大平　美彦様～精神状態の落ち着き見られ口渇の訴えもある事から、臨時薬のレボトミン（5）6Ｔ　3×/7Ｔ→レボトミン（5）3Ｔ　3×/7Ｔ（精神神経用剤）へと変更しています。口渇の有無の確認と精神状態（気分の高揚・落ち込み）の観察をして行きましょう。また、問診時に「退院に向けてどの位を考えて行けば良いのか？」と質問しており、主治医より「外泊を（今回を含め）あと2回くらい行い、気分の安定が見られる為、レボトミン（精神神経用剤）を減薬しても調子が変わらなければ考えて行く」と説明があり、本人も納得しています。

・蛯名　勝幸様～問診時、本人より「車の本を買いたい」と話される事があります。「前のように車を買いたいとは思わない。本を見たいだけ」と話しています。主治医より、気分の安定見られる事から、許可が出ています。また、「外出・外泊の時、1人で家に居ても良いか？」と尋ね、主治医より「どこにも行かず、家にいるのであれば良い」と説明がありました。本人、了解しています。

・庭田　智樹様～頭痛の訴え聞かれ、カロナール　1Ｔ　1×/7Ｔ（解熱鎮痛消炎剤）が頭痛時の服用として臨時薬処方されています。頭痛の訴え聞かれた際に服薬して頂きましょう。また、問診時に「眠りは浅く、飲酒していた頃の自分が夢に出てくる」と話されていますが、「あまり考えないようにしている」とも話されています。本人より夢についてや飲酒をしていた頃の自分へ対する不安等があった際は、話を傾聴し考え過ぎないようにと声掛けをして行きましょう。また、「目の前に酒があったら断酒の自信はない」と話している事がありますので、適宜、断酒への自信付けが出来るような説明や声掛けをして行きましょう。

・八木橋　牧雄様～「退院後の単身赴任は不本意」と話す事あります。また、退院後の勤め先に提出する診断書は主治医より作成して頂いていますが、郵政公社へも診断書を提出する必要があるかもしれないとの事です。主治医へ診断書の作成を依頼する事になりますが、主治医が不在の場合は他のＤｒへ作成をして頂くようにとの事でした。外来へは連絡済みです。

＜レク活動評価・検討＞

・尻文字～Ａ：男女共に積極的に参加されていたので、良かったと思います。患者様のレベルに合わせてお題を決め、一文字の平仮名などを当てて頂いた。

Ｂ：女性が恥ずかしがって、当てる方へ回っていたのが多く見受けられた。Ｂグループの患者様にはやや不評気味に思えた。

・歴史クイズ～Ａ・Ｂ共に、様々な戦国武将や総理大臣など歴史上の人物や出来事を、積極的に当てていました。Ａグループの患者様も、普段は居眠りや見学が多い方も答えられるなど、良い刺激になっていたと思う。歴史だけではなく、他のもの（漢字や計算など）も取り入れてみても良いと感じた。

・ハンド野球～Ｂグループの患者様は、力加減が出来ずに力いっぱいにボールを投げたり打ったりしていたので、声掛けを要した。怪我やトラブルには至らなかったが、今後も取り入れるのであれば、事前にルールや力加減についての説明を行っていく必要があると思う。

【本日、八木橋　牧雄様の退院療養検討会議を行っています。】

